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　設定来の基準価額の推移
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インフラ関連グローバル株式ファンド（愛称 にいがたインフラサポート）
追加型投信／内外／株式

※基準価額は1万口当たり、作成基準日現在、年率1.705％（税抜1.55％）の信託報酬控除後です。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。

 基準価額 14,192 円

 純資産総額 42.6 億円

※基準価額は1万口当たりです。

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 0.06% ▲ 6.84% ▲ 0.33% 26.39% 　　 － 43.82%

参考指数 1.32% ▲ 5.83% 3.28% 26.95% 　　 － 58.07%

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。

※分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※参考指数は、MSCI World Index（配当込み）〔円換算後〕です。

※参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。

※参考指数は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）を乗じて算出しております。

※MSCI指数はMSCI Inc.が算出している指数です。同指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利はMSCI Inc.に

帰属します。またMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

　ポートフォリオ構成比率

株式 94.0%

(内国内株式） (24.5%)

(内外国株式） (69.6%)

(内先物） (0.0%)

投資信託証券 0.0%

6.0%

組入銘柄数 108銘柄 

短期金融商品その他

※当ファンドの純資産総額に対する比率です。

※投資信託証券には、インフラ投資法人

が含まれます。

　最近5期の分配金の推移

2022/06/20 0 円

2022/12/20 0 円

2023/06/20 0 円

2023/12/20 0 円

2024/06/20 200 円

設定来合計 200 円

※分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が変わる場合、

或いは分配金が支払われない場合があります。

当レポートは10枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（1/10）  553349
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※各比率は、当ファンドの純資産総額に対する比率です。（テーマ別構成比率を除く）

※国・地域は、発行国を表示しています。

※テーマ分類は、当社独自の考え方により銘柄を分類しているものです。

※組入上位10通貨は、作成基準日における純資産に対する各通貨残高の比率で、基準日に未決済の為替取引は含まれておりません。

※株式および投資信託証券の時価総額に

対する比率です。

テーマ別の組入上位5銘柄

　防災・減災インフラ

銘柄名 国・地域 比率

1 モトローラ・ソリューションズ 米国 2.1%

2 アルカディス オランダ 1.6%

3 日立製作所 日本 1.6%

4 シュナイダーエレクトリック フランス 1.3%

5 ＪＶＣケンウッド 日本 1.3%

　医療インフラ

銘柄名 国・地域 比率

1 アップル 米国 2.0%

2 ADMAバイオロジックス 米国 1.1%

3 アプターグループ 米国 1.1%

4 サンド・グループ スイス 1.0%

5 エンサイン・グループ 米国 1.0%

　環境インフラ

銘柄名 国・地域 比率

1 三菱重工業 日本 1.8%

2 トレイン・テクノロジーズ アイルランド 1.0%

3 プリスミアン イタリア 1.0%

4 リンデ アイルランド 1.0%

5 アーチロック 米国 1.0%

　デジタルインフラ

銘柄名 国・地域 比率

1 マイクロソフト 米国 2.0%

2 台湾積体電路製造（TSMC） 台湾 1.2%

3 オラクル 米国 1.0%

4 アルファベット 米国 1.0%

5 ブーズ・アレン・ハミルトン・ホールディングス 米国 1.0%

　テーマ別構成比率

テーマ 比率

防災・減災インフラ 27.6%

環境インフラ 26.3%

医療インフラ 25.3%

デジタルインフラ 20.8%

　組入上位10ヵ国・地域

国・地域 比率

1 米国 50.3%

2 日本 24.5%

3 オランダ 3.5%

4 スイス 3.2%

5 アイルランド 2.8%

6 デンマーク 2.0%

7 フランス 1.3%

8 台湾 1.2%

9 イタリア 1.0%

10 ドイツ 0.9%

　組入上位10通貨

通貨 比率

1 米ドル 57.7%

2 円 28.4%

3 ユーロ 6.0%

4 スイスフラン 3.3%

5 デンマーククローネ 2.0%

6 カナダドル 1.0%

7 ポンド 0.9%

8 スウェーデンクローナ 0.7%

9 　　　　　　－ －%

10 　　　　　　－ －%

　組入上位10銘柄

銘柄名 テーマ 国・地域 比率

1 モトローラ・ソリューションズ 防災・減災インフラ 米国 2.1%

2 マイクロソフト デジタルインフラ 米国 2.0%

3 アップル 医療インフラ 米国 2.0%

4 三菱重工業 環境インフラ 日本 1.8%

5 アルカディス 防災・減災インフラ オランダ 1.6%

6 日立製作所 防災・減災インフラ 日本 1.6%

7 シュナイダーエレクトリック 防災・減災インフラ フランス 1.3%

8 ＪＶＣケンウッド 防災・減災インフラ 日本 1.3%

9 台湾積体電路製造（TSMC） デジタルインフラ 台湾 1.2%

10 ADMAバイオロジックス 医療インフラ 米国 1.1%
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　ファンドマネージャーのコメント

＜投資環境と今後の見通し＞

９月の世界株式市場は、上旬は下落したものの中旬以降は上昇しました。米国株式市場は、上旬は、８月のISM製造業景況感指数や雇

用統計などの経済指標が市場予想を下回ったことから米国景気の減速が意識され、下落しました。中旬は、米連邦公開市場委員会

（FOMC）において0.5％の大幅利下げが決定されたことにより、投資家心理が好転し上昇しました。月末にかけては、大手半導体メー

カーが好決算を発表したことや、中国が広範な景気刺激策を発表したことが好感され、続伸しました。

欧州株式市場は、上旬は下落しましたが、その後は素材セクターや一般消費財・サービスセクターなどを中心に反発しました。

日本株式市場は、上旬に下落後、中旬以降は値を戻す動きとなりましたが、月末に再び下落しました。27日午後に行われた自民党総裁

選で石破候補が選出されたことから、将来的な金融引き締めや増税が懸念され、週明け30日の株式市場は大きく値下がりしました。

為替市場では、円は米ドルやユーロに対して上昇する円高の動きとなりました。このため、基準価額騰落率にマイナスに影響しました。

今後の世界株式市場は、一進一退の値動きを想定します。月前半は、9月のFOMCにおける利下げ期待が株価を下支えする一方、米国

経済の減速懸念が上値を抑えると予想します。月後半は、7-9月期の企業決算の発表や11月の米国大統領選挙を控え、投資家のリスク

回避姿勢が強まると予想します。米大統領選通過後は、米連邦準備制度理事会（FRB）による利下げや2025年度以降の業績回復期待

により、市場は底堅く推移すると予想します。

インフラ関連銘柄については、防災・減災インフラ株や環境インフラ株を中心に底堅い値動きが続くと予想します。

＜運用経過と今後の運用方針＞

９月の運用は、デジタルインフラ株および防災・減災インフラ株を一部売却する一方、環境インフラ株および医療インフラ株を買付けまし

た。４つのテーマのウェイト配分については、防災・減災インフラ株を高位にウェイト付けしました。

今後の運用方針は、ファンドの基本方針に基づき、日本を含む世界の取引所上場株式等のなかから、防災・減災インフラ、環境インフラ、

医療インフラ、デジタルインフラの4テーマに関連する企業の株式等に投資を行います。銘柄選定については、各テーマに関わる企業の技

術、製品、成長性、収益等に着目し、セクターやマーケット動向を勘案して組入銘柄や組入比率を決定します。投資方針としては、環境イン

フラ株の買付けを検討します。一方、防災・減災インフラ株の一部売却を行う方針です。

※ 今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。また、市場環境等についての評価、

分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

インフラ関連グローバル株式ファンド（愛称 にいがたインフラサポート）
追加型投信／内外／株式
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　ファンド情報

設　定　日 2021年12月20日

償　還　日 2031年12月19日

決　算　日 毎年6月20日および12月20日（休業日の場合は翌営業日）

　ファンドの特色（1）

インフラ関連グローバル株式ファンド（愛称 にいがたインフラサポート）
追加型投信／内外／株式
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　ファンドの特色（2）
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　投資リスク（1）
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　投資リスク（2）
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　お申込みメモ

インフラ関連グローバル株式ファンド（愛称 にいがたインフラサポート）
追加型投信／内外／株式

当レポートは10枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（8/10）  553349



　ファンドの費用

　委託会社および関係法人の概況

委 託 会 社 ＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社　 （ファンドの運用の指図を行います。）

金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第370号
加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会

受 託 会 社 三井住友信託銀行株式会社　 （ファンドの財産の保管及び管理を行います。）

インフラ関連グローバル株式ファンド（愛称 にいがたインフラサポート）
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日本証券業
協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

岡三にいがた証券株式会社 関東財務局長（金商）第169号 ○

商号 登録番号

加入協会

　販売会社について

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。

　ご注意

・ 本資料はＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説
明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますよ
うお願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきましては「販売会社について」でご確認ください。

・ 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証
するものではありません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示す
ものではありません。

・ 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針
通りの運用が行われない場合もあります。

・ 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありま
せん。
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